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「あこう社協だより」は、赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

あこう社協だより

見守りあいで安心して暮らせる地域になろう！①
「福祉のこころ」を育てよう！
やさしさが必ず届く赤い羽根
あこう福祉ニュース・サロン紹介
学生の視点から見た社協
各種講座等おしらせ
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　９月15日（火）、御崎小学校の児
童46名がボランティアグループ赤穂
点灯会の協力のもと点字体験学習を
行いました。
　点字のしくみから読み方・打ち方を
学んだ後、実際に点字を打って目の
不自由な方に読んでもらいました。児
童は初めて経験した点字が正しく打
てたことに自信を持ったようでした。

（取材：関西福祉大学実習生  岩谷・松田）
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見守りあいで安心して暮らせる地域になろう！ ①
　今後、ますます少子高齢化・人口減少が進むことが予想されていますが、高齢化の
進展は、私たちのまちも例外ではありません。
　そこで、介護保険サービスなどの制度に加え、それぞれの地域に合った “住民同士
の見守りあい ”が必要不可欠となってきています。
　その “見守りあい ”のヒントを、２回にわたってご紹介します。

（私たちの地域問題）
・核家族化、高齢化
・近所付き合いの減少　など
　　　　　↓
・ひとり暮らし高齢者の増加
・高齢者のみの世帯増加
・地域の人間関係の希薄化　など

孤独死 介護の悩み

認知症

子育ての悩み

児童・高齢者・障がい者への虐待

高齢者の引きこもり

なぜ“見守りあい”が必要なの？

　人口減少・高齢化率の上昇と合わせて、
ひとり暮らし高齢者が増加しています。
　近隣とのかかわりが少ない、ひとり暮
らし高齢者や高齢者のみの世帯などは、
地域において孤立しがちになります。

　ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯は、今後さらに増加すると推計されていますが、今の地域でそ
のまま暮らそうと思えば、高齢者も含めた住民一人ひとりが自分たちの力を発揮し、地域のつながりや住
民の力を生かすことが大切です。

　まずは“見守りあい”で、お互いに挨拶や声かけ、さりげない
気遣いあいを大切にすることから始めてみませんか？

そんな難しいこと言われても…

どうしたらいいの？ 具体的な活動は、
次号（12月号）で
ご紹介します！
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※印は「第6期赤穂市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画」より

注　赤穂市ひとり暮らし高齢者世帯台帳登録者数
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「福祉のこころ」
　　　　　を育てよう！
～盲導犬学習について～

　社会福祉協議会では、子どもから高齢者まで全ての世代が福祉について学び、ともに支えあい・ともに生
きる社会を実現するために、福祉体験学習を推進しています。
　アイマスクや車いすなどの貸し出しも行っており、ボランティアや当事者の方にご協力いただいて取り組み
が行われています。
　今回は、盲導犬学習をご紹介します。

－視覚障がい者の安全な歩行のために－
　盲導犬学習では、盲導犬を使って生活をされている視覚障がい者から普段の生活を聞いたり、盲導犬の
お仕事、まちであったときの注意点を学び、視覚障がい者への理解を深めていきます。盲導犬と生活をして
いるから不自由なく生活できているということではなく、できること・苦手なことを知り、一人ひとりが自分
たちに手伝えることを考えるきっかけとしています。

№3

盲導犬学習にご協力くださっている
清水　幸代 さん・盲導犬 フォンク

（学習を終えて  ～受講者の感想より～）
●盲導犬が清水さんを助けていることがよくわかりま
した。できないことは、お手伝いしたいです。

（赤穂西小２年生）

（主な学習の内容）
●自己紹介・盲導犬の一生について
●盲導犬のお仕事について
●盲導犬に出会った時の注意点
●盲導犬と暮らしていて良いこと・悪いこと
●視覚障がい者が生活するための工夫　　など

　まちで出会った時に、声をかけてもらえることが嬉しいです。
しかし、私ではなく盲導犬に声がかかることが多いです。
　皆さんと出会った時、盲導犬は仕事中のことがほとんどで
す。盲導犬は、仕事中に声をかけられたり、触られたりする
と「一緒に遊びたいな」と思ってしまい、集中力がなくなって
しまいます。
　まちで出会った時には、ぜひ視覚障がい者に声をかけても
らいたいなと思います。
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原小学校（ＪＲ有年駅）

坂越小学校（ＪＲ坂越駅）

赤穂西小学校（ＪＲ天和駅）

赤穂小学校（ＪＲ播州赤穂駅）

共同募金委員

高雄小学校（高雄ふるさとまつり）

尾崎小学校（主婦の店尾崎店）

城西小学校（ラ・ムー赤穂店）

民生委員児童委員

有年小学校（有年ふるさとまつり）

御崎小学校（主婦の店尾崎店）

塩屋小学校（主婦の店塩屋店）

やさしさが  必ず届く  赤い羽根やさしさが  必ず届く  赤い羽根
街頭募金運動に、児童・生徒のみなさんをはじめ、
多くの方々にご協力いただきました。
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奉仕者 のべ 609人
総　額 486,397円

たくさんの笑顔を
ありがとうございました。

てんとうむし（イオン赤穂店）

介護者の会（主婦の店赤穂店）

坂越中学校（ＪＲ坂越駅）

赤穂中学校（イオン赤穂店）

関西福祉大学実習生

ボランティア協会（イオン赤穂店）

有年中学校（ファミリーマート赤穂ちくさ川店）

赤穂西中学校（主婦の店塩屋店）

社協職員

ボーイスカウト（イオン赤穂店）

赤穂高等学校（ＪＲ播州赤穂駅）

赤穂東中学校（主婦の店尾崎店）
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あこう福祉ニュース
まち発見！

　帽子・上着・ズボン・ベルト・ヒゲ・プレ
ゼント袋・靴をセットにして貸し出しします。
地域のイベントでご活用ください。
　詳しくは、社協までお問い合わせください。

サンタクロース衣裳貸し出し始めました！サンタクロース衣裳貸し出し始めました！
　10月13日、19日、26日の３日間、「小地域福祉活動実践
講座（パソコン講座）」を開催し、19名が参加しました。
ワードの便利な機能を使って、見やすく・伝わりやすいチラ
シづくりのポイントを学びました。

伝わりやすいチラシを目指して

　今年度より行っている「レクリエーション用品等貸出事
業」では、輪投げや的当てゲームなどを貸し出ししており、
これまでに多くの団体にご利用いただいています。
　有年公民館で９月に開設された、子育てひろば「うねっ
こ」でも、子ども向けの木のおもちゃを活用していただいて
います。

レクリエーション用品　大活躍中

　９月28日、有年中学校全校生徒を対象に、「高齢者理
解」をテーマに福祉体験学習を行いました。脳の病気であ
る認知症についての理解を深め、訪問入浴やヘルパー体
験、移送サービス車両の見学を通して、高齢者の加齢に伴
う心身の変化や、具体的な支援の方法を学びました。

高齢者の体と心を理解する

　10月のサロンでは、輪投げ大会を行いました。参加者全員が投げてい
る人を応援し、輪が入ると大きな拍手が湧き起こりました。表彰式では
上位の方に加え、無作為に決められた順位の方に景品が贈られました。
代表者は「得意な方だけが面白いのではなく、全員が楽しめることが大
切だ」と話していました。
　大橋町幸生会では、季節に合わせた内容で毎月行われ、皆さん楽しみ
にしています。

（取材：関西福祉大学実習生　下川・吉田）

大橋町幸生会
●開催日：毎月第２火曜日　午前10時30分～午後１時
●場　所：大橋町集会所

サロン紹介  大橋町幸
こう

生
せい

会
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受賞のお知らせ
　平成 27年度ひょうご県民ボランタリー活動賞表
彰式（11月６日  兵庫県公館）の席上において、長
年のボランティア活動において地域コミュニティの
向上に顕著な功績をあげられた団体に、表彰状が
贈呈されました。

受賞おめでとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。

ほほえみ会
（昭和57年4月設立）
　市内福祉施設に
おいて、衣類の修理
などの縫い物、買い
物の介助をされてい 
ます。
　「元気・笑顔・や
る気」をもって、皆さ
んの笑顔のために活
動されています。

ひょうご県民ボランタリー活動賞

　移動に困っている方（車いす利用者）の通
院などを支援するボランティアの養成を行い
ます。

●日　　時　11月26日（木）
　　　　　　午後１時30分～３時30分
●場　　所　総合福祉会館　２階研修室
●対　　象　市民10名
●講　　師　ボランティアグループ
　　　　　　てんとうむし
●受　講　料　無料
●申込締切　11月19日（木）
●主催・申込先
　社会福祉協議会（ボランティアセンター）
　☎42－1397まで

移送サービスボランティア
実習講座のご案内

学生の視点から見た社協
社会福祉士を目指す学生４名が、８月26日～10月15日の間、赤穂市社協で社会福祉実習を行いました。

関西福祉大学　社会福祉学部
３回生　岩谷　洵紀 さん

　ふれあい・いきいきサロンや福祉体
験学習、赤い羽根共同募金の街頭募金
などで多くの人と関わり、参加されて
いる方は、皆さん “ 思いやり ” を持っ
て活動されていると強く思いました。

　サロンで定期的に住民の方が交流したり、福祉体験学
習で児童・生徒が何を考えたのか、ボランティアをする
あたたかい心を持った人の活動など、いろいろな場面を
見ることができました。
　地域福祉は、一人ひとりが思いやる気持ちを持てれば、
今以上に良くなっていくと感じましたし、私自身も思い
やりの気持ちを持って、生活していきたいと思います。

関西福祉大学　社会福祉学部
４回生　下川　沙也 さん

　実習中には、地域福祉活動、在宅福
祉活動、赤い羽根共同募金など、さま
ざまな事業に参加し、多くの地域住民
の方との出会いがあり、学ばせていた
だきました。

　地域には色々な人や、課題・要望があり、それらに対
応していくには、一つの視点ではなく、広い視点を持つ
ことや連携が大切だと感じました。
　この実習で経験したことを、これから社会に出た時に
生かしたいと思います。お世話になった方々、ありがと
うございました。

関西福祉大学　社会福祉学部
３回生　松田　迪子 さん

　実習で、赤い羽根共同募金運動や、
ふれあい・いきいきサロン、パートナー
サービスモデル事業など、多くの事業
に参加しました。その中で、これらの
事業は地域住民の方の協力があるから

こそ、成り立っているということを感じました。
　地域の課題は、日々変化しています。その時、その地
域に合った解決策を住民の方と一緒に考えていかなけれ
ばなりません。
　そのためには、さまざまな知識や技術を身に付けてお
く必要があると思います。これからも勉学に励んでいき
たいと思います。

関西福祉大学　社会福祉学部
３回生　吉田　華奈 さん

　たくさんの方にお世話になった実習
でした。
　ふれあい・いきいきサロンや給食サー
ビスなどでは、地域住民の方と関わる
ことができ、皆さんからは、「自分のま

ちをもっと良くしていきたい！」「もっと魅力のある赤穂
にしていきたい！」という熱い気持ちを感じました。
　今回の実習で学んだことや気付いたことを大切に、こ
れからの大学生活を過ごしていきたいと思います。そし
て、赤穂の皆さんのように、情熱をもって活動したいです。
ありがとうございました。
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あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（10月1日～ 10月31日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

●委任預託　 〈敬称略〉

住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容
有年横尾 匿 名 100,000 善意に

匿　　　名 50,000 福祉のために
中 広 溝 口 真 吾 5,000 福祉のために
上 郡 町 三 上 芳 範 11,000 福祉のために
尾 崎 匿 名 5,000 善意に
有 年 原 匿 名 5,000 車椅子借用御礼
尾 崎 匿 名 3,000 福祉のために
元 町 匿 名 3,000 福祉のために
相生市双葉町 相 生 妙 修 寺 雑巾100枚 福祉のために
加 里 屋 浮 田 洋 子 50,000 亡夫（保男）満中陰志
加 里 屋 浮 田 洋 子 3,000 車椅子借用御礼
尾 崎 堀　　 笑 子 20,000 米寿のお祝を
元 町 匿 名 3,000 車椅子借用御礼
新 田 匿 名 3,000 お世話になった御礼に
加 里 屋 児 嶋　 教 静 10,000 車椅子・歩行器借用御礼

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

　朝晩寒くなってきましたが、お風邪などひかれていま
せんか？ 社協では、今年も福祉作文を募集し、小学３年
生から88歳までの幅広い年齢層の方からのご応募をいた
だきました。たくさんのご応募ありがとうございました。
どの作品も心温まるものばかりで、読んでいて時折うる
うるしてしまう事も…。次回12月号に、大賞者の作品を
掲載させていただく予定ですのでお楽しみに！ （ひ）

■ 編集後記 ■

心配ごと相談所のご案内
（11月11日～12月９日まで）

【一般相談】　11月11日（水） 11月25日（水）
　　　　　　　12月  2日（水） 12月  9日（水）
【弁護士相談】（要予約） 11月18日（水）
【カウンセラーによるこころの相談】（要予約）
  11月25日（水） 12月  2日（水）
※時間はいずれも午後１時～５時までです。
※相談は無料です。

ご意見・問合せは
社会福祉法人　赤穂市社会福祉協議会

〒678-0232  赤穂市中広267番地
電話 0791－42－1397　FAX  0791－45－2444

赤穂市社会福祉協議会で検索してください検索赤穂社会福祉協議会

山陽自動車道

赤穂市総合
福 祉 会 館

ハーモニーホール図書館
市役所

赤穂城跡

体育館 市民病院

赤穂海浜
公園

赤穂 I.C
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「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーン協賛事業

障がい者週間 12月３日～９日
12月５日（土）午後１時30分～４時赤穂市総合福祉会館

（道志　真弓  プロフィール）
　1965 年富山県生まれ。1986 年星稜女子
短期大学経営実務科卒業後、株式会社日建
設計に入社。1990 年退社後、熊本市人権教
育講師やフリーアナウンサーとして活躍。
　1996 年に授かった長女・弓華さんが世界
で数十例の病気と診断され、2005 年に８歳
で他界。
　現在、弓華さんと過ごしたかけがえのない８年間を、講演活
動を通して全国各地で伝えている。

●オープニング　はんどふれんず
●記念式典　　　表彰　福祉作文入賞者
　　　　　　　　発表　福祉作文大賞

（小学生の部・中学生の部・高校生以上の部）

●記念講演「笑顔の戦士～生きているって幸せ～」
元フリーアナウンサー   道  志  真  弓 氏

（同時開催）展示・即売会
　赤穂精華園・赤穂特別支援学校・さくら園・手をつ
なぐ育成会・さんぽみち・わかば園・げんぶ・はくほう・
ワーキング西播磨作業所による展示・即売会

賛助会費ありがとうございました（敬称略）
【個人】 原田　芳彰　　西側　禎男 

福祉の拠点をみんなで支えてください。
（ 法人会費：5,000円、個人会費：2,000円、一般会費：500円 ）

　賛助会費は、社会福祉協議会の貴重な財源です。安定した地
域福祉事業の充実や発展を図るためにも、皆様のあたたかいご
援助が必要です。ご協力をお願いいたします。

兵庫県知事表彰受賞
　第64回兵庫県社会福祉大会（10月30日 三木市文化会館）
において、共同募金運動の奉仕団体として永年にわたり率
先して活動し、社会福祉の向上に顕著な貢献をされている
団体に表彰状が贈呈されました。
共同募金運動奉仕功労団体
　　　赤穂市立赤穂西中学校
　　　赤穂市立赤穂東中学校

ともに考える
市民のつどい


